
第4回　関西元気な地域づくり発表会

地元を流れる飛鳥川を通して自然の大切さ、生き物の尊さを学ぶ。〈地域協働〉④

1．活動方針・目的
　活動の目的として子供たちに川を通じ、自然について実際に肌で学び、感じとってもらうこと。
　活動の方針として子供たちにもっと身近な飛鳥川になってほしいので地域の人々と子供たちと行政

（土木事務所）で意見を出し合いよりよい飛鳥川になるようにすること。

2．活動内容
（ア） 身近な自然・季節の変化を知ろう。

　　→身近にはどんな環境があり、その中でどのような生き物が生活しているのかを知る
　　→季節の変化を生き物を通して感じる
（イ） ガサガサで魚とりをしよう。

　　→飛鳥川に1年に最低1度は入って魚とりをしています。子供たちと一緒に外来魚駆除釣りなどもし
ました。

（ウ） メダカについてもっと知ろう。
　　→メダカを知らない子供たちにメダカという魚をもっと知ってもらい。今、減少傾向にある飛鳥川に

メダカが増えるように水槽で繁殖をおこなうことを通しメダカについて親しむ。
（エ） 飛鳥川についてもっと知ろう

　　川（飛鳥川）について魚・その他の生き物や河川改修で川はどのように変化したのかなど様々な視点
から見る

3．過去の失敗事例
　月に1回で、しかも土曜日の午前の2時間だけの活動なので。川に入ったりすると、最後に予定して
いた魚についての説明や、どのようなところに生き物が多かったなどの、本来の目的であることが時間
の関係上、粗雑になってしまう。教訓として野外活動している時間を減らし、校長に頼んで開始する時
間を早めてもらう。
　メダカを増やすためのビオトープの底をビニールシートにしたのでガマの根が突き破り、浸水してビ
オトープが空になったときがある。教訓として底にゴムシートを敷くかコンクリートで固めることにす
る。
　小学校低学年の子供が多いので、教室でするような場合、すぐに集中力を切らしてまとまらなくなる。
教訓として映像や音声を使って集中力を切らさないことが必要である。

4．今後の課題等
　小学校の生き物クラブだけの活動だったが、飛鳥川を現状より良くし、地域の人々と飛鳥川がもっと
身近な関係になるために、保護者や地域の人々と共に行政（富田林土木事務所）もふくめ飛鳥川のゴミ
拾い活動を定期的に実施し、その際に飛鳥川の現状を説明し、賛同し協力してくださるかたで飛鳥川流
域のネットワークを作り活動を実施する。生き物クラブとしても飛鳥川についていろいろ学ぶ。

地元を流れる飛鳥川を通して自然の大切さ、生き物の尊さを学ぶ。
駒ヶ谷小学校生き物クラブ講師　滋賀県立大学環境生態学科1回生　○吉村 元貴

協力者：羽曳野市立駒ヶ谷小学校校長　高嶋 幸治
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